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第
一
、
第
二
、
第
三
と
収
容
所
を
通
り
、
昭
和
二
十
四
年

七
月
二
十
三
日
恵
山
丸
に
乗
船
、
七
月
三
十
日
復
員
。
七

月
三
十
一
日
郷
里
新
潟
県
村
上
町
（
懐
か
し
の
故
郷
）
に

帰
り
当
日
は
駅
頭
に
埋
め
ん
ば
か
り
の
出
迎
え
の
人
と
日

の
丸
の
旗
を
見
て
感
激
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出

新
潟
県

小

林

常

太

一
九
四
五
年
八
月
十
六
日
、
北
朝
鮮
ト
モ
ン
を
見
下
ろ

す
小
高
い
丘
陵
地
の
あ
る
鐘
城
の
幕
舎
の
前
で
Ｔ
小
隊
長

が
整
列
し
た
私
た
ち
に
「
今
日
か
ら
我
が
国
に
軍
隊
は
な

く
な
っ
た
…
」
と
敗
戦
を
告
げ
た
。
前
日
ま
で
大
隊
砲
観

測
隊
員
だ
っ
た
私
は
、
ソ
連
機
に
よ
る
ト
モ
ン
陣
地
空
爆

と
我
軍
高
射
砲
の
反
撃
を
小
高
い
丘
か
ら
観
測
機
で
の
ぞ

き
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
一
日
、
二
日
の
う
ち
に
戦
闘
状
態

に
入
る
と
覚
悟
を
決
め
て
い
た
。
そ
の
と
き
戦
闘
体
制
解

除
、
下
山
、
小
隊
幕
舎
に
集
合
と
の
命
令
に
接
し
た
の

だ
っ
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
結
節
点
だ
っ
た
。
そ
の
後
苦
難

の
新
し
い
道
の
り
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
十
月
中
旬
こ

ろ
荒
涼
と
し
た
シ
ベ
リ
ア
大
地
の
三
〇
一
収
容
所
の
地
に

約
千
人
の
戦
友
た
ち
と
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
化
け

物
屋
敷
を
目
の
前
に
し
た
時
、
呆
然
と
立
ち
す
く
ん
で
し

ま
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ど
う
し
て
帰
国
す
る
の
だ
ろ
う
？

と
。
私
は
こ
こ
ま
で
来
て
も
ま
だ
ま
だ
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
二
十
歳
の
お
人
よ
し
だ
っ
た
。
旧
軍
隊
の
延
長

線
上
で
の
抑
留
生
活
で
軍
隊
は
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も

階
級
支
配
は
続
い
た
。
空
腹
と
寒
さ
の
繰
り
返
し
、
虫
け

ら
一
等
兵
の
苦
難
は
続
き
、
私
は
三
〇
一
収
容
所
を
翌
年

春
押
し
出
さ
れ
、
再
び
こ
の
収
容
所
に
戻
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

帰
郷
を
夢
見
る
日
々
の
中
で
の
ラ
ボ
ー
タ
、
民
主
運
動

の
激
動
を
も
ろ
に
受
け
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
収
容
所
を

転
々
と
し
て
最
後
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
市
内
の
収
容
所

だ
っ
た
。

こ
こ
で
例
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
へ
の
感
謝
状
」
な
る
も
の

を
書
き
残
し
て
一
九
四
九
年
八
月
帰
国
し
て
い
る
。
今
、
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は
る
か
半
世
紀
以
上
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
言
い
た
い

こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
れ
は
お
互
い
様
で
、
み
ん
な
同

じ
思
い
と
考
え
て
い
る
し
、
す
で
に
「
ソ
連
に
お
け
る
日

本
人
捕
虜
の
生
活
体
験
を
記
録
す
る
会
」
の
十
冊
に
も
及

ぶ
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
個
人
の
も
の
、
集
団
の
も

の
、
と
多
様
に
及
ん
で
残
さ
れ
て
い
る
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出

東
京
都

石

川

寛

治

一

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
十
日
東
部
二
四
部

隊
初
年
兵
と
し
て
入
隊
。
大
雪
で
遅
れ
る
者
あ
り
編
制

完
了
。
一
月
十
八
日
夜
行
列
車
で
下
関
経
由
釜
山
経
由

京
城
（
ソ
ウ
ル
）
｜
会
寧
部
隊
に
行
く
。

二

歩
兵
第
七
五
連
隊
（
奉
二
一
一
五
三
部
隊
）
会
寧
。

三

昭
和
二
十
年
四
月
末
日
初
年
兵
教
育
終
わ
り
五
月
連

隊
一
同
は
山
洞
屯
村
。
北
朝
鮮
豆
満
江
側
の
陣
地
構
築

に
入
る
。
場
所
は
洞
頓
村
前
方
の
山
は
満
州
の
銃
砲
隊

の
陣
地
構
築
が
行
わ
れ
て
い
た
。

四

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
阿
部
軍
曹
ほ
か
二
人
と
部
隊

と
ト
モ
ン
の
衛
生
大
隊
に
行
き
、
戦
時
の
材
料
受
領
に

行
っ
た
が
不
足
で
何
も
無
い
の
で
帰
隊
し
た
。
こ
の

日
、
山
洞
頓
村
ま
で
の
地
方
人
の
移
動
が
次
か
ら
次
と

来
て
、
翌
日
十
日
ト
モ
ン
の
豆
満
湖
の
河
原
で
武
装
解

除
を
受
け
た
。

五

ト
モ
ン
か
ら
夜
行
で
延
吉
（
間
東
）
ま
で
行
軍
で
歩

き
途
中
の
残
骸
は
見
る
に
忍
び
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

六

延
吉
を
出
発
、
千
人
単
位
で
部
隊
は
徒
歩
で
ロ
シ
ア

の
ソ
フ
ガ
ニ
ー
の
山
裾
に
集
結
、
列
車
で
奥
地
に
連
れ

て
い
か
れ
た
。
列
車
を
お
り
る
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
て
三
〇
四
収
容
所
に
入
っ
た
。
翌
日
三
〇
一
収
容
所

に
行
っ
た
。
こ
の
時
は
建
物
は
少
な
か
っ
た
。
私
は
医

務
室
の
阿
部
班
長
と
少
し
た
っ
て
入
っ
た
。
こ
の
と
き

斉
藤
軍
医
、
寺
岡
曹
長
、
阿
部
軍
曹
、
佐
藤
、
神
蔵
、

石
川
の
衛
生
兵
で
あ
り
ま
し
た
。

七

昭
和
二
十
二
年
八
月
医
務
室
よ
り
阿
部
班
長
と
バ
ー

ニ
ヤ
（
浴
室
）
に
移
る
。
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